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1. マスタープランの取組状況・成果の概要（1） 教育・研究活動報告書

P.5,6４学部７学科６コース体制へ
■諸活動の成果の推移

３設置校の入学志願者数は14年連続増加、以降高位で安定
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財政基盤の安定 …………………………………………………………  7
学校運営に対する外部評価 ……………………………………………  8
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経営理念と行動規範

詳しくは
特設サイトを
ご覧ください。

工学部

情報工学部

デジタル
メディア学部

社会環境学部

◉電子情報工学コース
◉生命環境化学コース
◉知能機械工学コース
◉電気工学コース
◉半導体工学コース
◉建築デザインコース

先進工学科

情報工学科

情報通信工学科 

情報システム工学科

情報マネジメント学科

社会環境学科

デジタルメディア学科

N E W

N E W

さぁ、
未踏の知へ。
2 0 2 7年 4月、

福岡工業大学が踏み出す新たな一歩。

工業大学という名称や文理の枠にとらわれない

4学部7学科 6コース体制へ。

（すべての学生・生徒のために、本気を出す大学）

（改革に時間的ゆとりは少ない）
Just Do It！

経営理念

学修者本位の教育拠点を目指して

行動規範

一、 学徒の品性を陶冶し真の国民としての教養を啓培する
一、 宇宙の真理を探求しこれを実生活に応用して社会に貢献する
一、 人類至高の精神、自由 平和 信愛を基調として
　　世界に雄飛する人材を育成する

建学の綱領

詳しくは
特設サイトを
ご覧ください。

さぁ、未踏の知へ。
2 0 2 7年 4月、

福岡工業大学が踏み出す新たな一歩。

工業大学という名称や文理の枠にとらわれない
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志願者数 志願者数は14年連続増加、以降高位安定
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3. 大学院の取組 教育・研究活動報告書

P.9,10

2. 教育改革・改善の取組 教育・研究活動報告書

P.7,8

1. マスタープランの取組状況・成果の概要（3） 教育・研究活動報告書

P.5,6

全国私立大学・短大約910校中、全国第３位のポジション

学校改革・教育改革進展、理系人材育成ニーズに的確に対応

学修者本位の教育を推進。教育改革の取組が大幅に進展

卒業生の９割以上が上場企業、大手・中堅企業へ就職

1. マスタープランの取組状況・成果の概要（2） 教育・研究活動報告書

P.5,6

1

2

3

4

5

大学教育再生加速プログラム（アクティブラーニング型授業の推進プログラム）　大学選定

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

大学・高専機能強化支援事業「3000億円基金」　大学１・３回目選定

「キラリと光る教育力」私立大学等戦略的経営改革支援　短大選定

高等学校ＤＸ加速化推進事業（ＤＸハイスクール）　附属高校選定

大学：リテラシーレベル・応用基礎レベル
短大：リテラシーレベル・応用基礎レベル

■全国私立大学等の選定状況
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福岡工業大学3
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4 45 3.5

芝浦工業大学

金沢工業大学

東京電機大学

国際医療福祉大学

東京都市大学

藤田医科大学

長崎国際大学

大阪医科薬科大学

東北公益文科大学

関西大学

・13年間（H25年支援事業創設～R7年度）の選定状況 〈上位10校〉
第３位／全国約910校中、「全国屈指の好成績」

教育改革の結実：社会を切り拓く「実践型人材」の輩出成果 体系的教育システム「F-LIghT」を通じて、学生一人ひとりの高い成長実感を約束

社会から高く評価される教育力

九州トップクラスの「実践型人材」育成力

（九州私大3位）全国私大9位

92% 87%
出典：IRコンソーシアムアンケート2024年度

人材育成力総合ランキング

1

学生の主体性と成長実感度2

学生を成長させる教育システム「F-LIghT（フライト）」3

先進的な教育研究活動への国の高評価

（H20年度～R8年度累計）51億円
国公私立大学競争的補助選定結果

全国トップクラスの教育の質

全国私大3位
私立大学等改革総合支援事業

専門知識 分析・課題解決力
87% 70%
情報処理力

79%
数理的思考力 プレゼンテーション力

77%
協働力

■実践型人材育成の体系

幅広い教養と専門性を身に付け、社会で活用
することができる

DP1

幅広い教養 専門知識・技能
自ら学ぶ意欲を持ち、目標を設定して振り返り
ながら主体的に学びに向かうことができる

DP2

ライフデザイン力 メタ認知・実現力
多様な他者と協働し、グローバル社会*の課題に新たな解
を生み出すことができる

DP3

グローバルマインド 未来構想力

*グローバル化する地域社会の課題を含む
情報を的確に整理・分析し、自らの考えを伝え
ることができる

DP4

デジタル力 発信力

専門力・教養力 自己成長力 課題解決力 情報活用力

■大学院生の就職状況
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R7■規模別就職状況
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51.9%

大手・中堅企業
41.6%

その他
6.5%

■過去5年間の進路決定状況推移
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10

■職種別就職状況（R7）

設計・
技術
9.7%

技術系
総合職
19.4% 研究・開発

13.9%

SE・PG
31.9%

その他
22.2%

他コンピューター関係
1.4%

ネットワークエンジニア
1.4%

上場企業、
大手・中堅企業
93.5%

上場企業、
大手・中堅企業
91.7%

■文部科学省等の認定教育プログラム、学校改革・教育改革関連補助金の採択状況等
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芝浦工業大学

金沢工業大学

東京電機大学

国際医療福祉大学

東京都市大学

藤田医科大学

長崎国際大学

大阪医科薬科大学

東北公益文科大学

関西大学

・13年間（H25年支援事業創設～R7年度）の選定状況 〈上位10校〉
第３位／全国約910校中、「全国屈指の好成績」

教育改革の結実：社会を切り拓く「実践型人材」の輩出成果 体系的教育システム「F-LIghT」を通じて、学生一人ひとりの高い成長実感を約束

社会から高く評価される教育力

九州トップクラスの「実践型人材」育成力

（九州私大3位）全国私大9位

92% 87%
出典：IRコンソーシアムアンケート2024年度

人材育成力総合ランキング

1

学生の主体性と成長実感度2

学生を成長させる教育システム「F-LIghT（フライト）」3

先進的な教育研究活動への国の高評価

（H20年度～R8年度累計）51億円
国公私立大学競争的補助選定結果

全国トップクラスの教育の質

全国私大3位
私立大学等改革総合支援事業

専門知識 分析・課題解決力
87% 70%
情報処理力

79%
数理的思考力 プレゼンテーション力

77%
協働力

■実践型人材育成の体系

幅広い教養と専門性を身に付け、社会で活用
することができる

DP1

幅広い教養 専門知識・技能
自ら学ぶ意欲を持ち、目標を設定して振り返り
ながら主体的に学びに向かうことができる

DP2

ライフデザイン力 メタ認知・実現力
多様な他者と協働し、グローバル社会*の課題に新たな解
を生み出すことができる

DP3

グローバルマインド 未来構想力

*グローバル化する地域社会の課題を含む
情報を的確に整理・分析し、自らの考えを伝え
ることができる

DP4

デジタル力 発信力

専門力・教養力 自己成長力 課題解決力 情報活用力

■大学院生の就職状況

100％
100％

就 職 率

実就職率

修 了 者 数
就職希望者数
就 職 者 数
進 学 者 数

73名
72名
72名
1名

R7■規模別就職状況

上場企業
52.8%

大手・中堅企業
38.9%

その他
8.3%

R6

上場企業
51.9%

大手・中堅企業
41.6%

その他
6.5%

■過去5年間の進路決定状況推移
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R3
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78 77

84

R6

52.4

100

72 7273
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■職種別就職状況（R7）

設計・
技術
9.7%

技術系
総合職
19.4% 研究・開発

13.9%

SE・PG
31.9%

その他
22.2%

他コンピューター関係
1.4%

ネットワークエンジニア
1.4%

上場企業、
大手・中堅企業
93.5%

上場企業、
大手・中堅企業
91.7%

■文部科学省等の認定教育プログラム、学校改革・教育改革関連補助金の採択状況等
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～23 27
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地域ネットワーク拡大。地域社会の経済・教育・文化振興、安心・安全に貢献

7．社会連携の推進

実就職率11年連続「95％超」達成。上場・大手中堅企業就職が高位安定

6．グローバル化の推進

5．就職力高度化

31自治体・企業・
教育機関等と
連携協定を締結

グローバルネットワークをさらに拡大。海外大学との学術交流が活性化国・産業界からの研究支援（研究費交付額）は高位安定・拡大傾向
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教育・研究活動報告書

P.17,18

教育・研究活動報告書

P.15,16

教育・研究活動報告書

P.13,14

■国際交流ネットワーク（海外53大学・1教育委員会・1総合病院：2026年3月現在）
　ヨーロッパ3、アジア・オセアニア43、アメリカ・カナダ9

4．研究高度化

海外53大学
・１教育委員会
・１総合病院と
交流協定を締結

教育・研究活動報告書

P.11,12

上場企業・大手中堅企業  就職シェア率 76.9％

就 職 率

実就職率
99.9％
98.3％

学生満足度

99.2％

■外部研究費の獲得実績推移
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R6 R7
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222,875
232,750
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213,917
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243,568243,207
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162,824

10198
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科学研究費（金額）
共同研究費（金額）
受託研究費（金額）
奨学寄付金（金額）
その他外部助成金（金額）

科学研究費（件数）
共同研究費（件数）
受託研究費（件数）
奨学寄付金（件数）
その他外部助成金（件数）
総件数

36

20
11

57
48

■進路決定状況推移
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848
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6161
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（名）
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9393
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98.198.1 98.398.3
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5252
5050

〈韓国〉
慶星大学校

〈韓国〉
亜洲大学校

〈韓国〉
啓明大学校

10 11 12

〈韓国〉
東國大学校WISE

13

〈韓国〉
釜慶大学校

14

〈韓国〉
東亜大学校

15

〈韓国〉
昌原大学校

16

〈韓国〉
順天郷大学校

17

〈韓国〉
湖西大学校

18

〈台湾〉
明新科技大学

34

〈台湾〉
雲林科技大学

35

〈ベトナム〉
ダナン大学工科大学

38

〈ベトナム〉
ハノイ工科大学

〈インド〉
デリー準州教育委員会

39

〈ベトナム〉
ホーチミン市工科大学

40

〈ベトナム〉
国立郵政通信技術学院

41

〈ベトナム〉
FPTポリテクニック

42

〈シンガポール〉
テマセク・ポリテクニック

29

〈アメリカ〉セントメアリーズ
カレッジカリフォルニア

49

〈カナダ〉
ブリティッシュコロンビア大学

20

〈カナダ〉ウォータールー大学
レニソン･カレッジ

21 22

〈アメリカ〉カリフォルニア州立大学
イーストベイ校（CSUEB）

50

〈アメリカ〉
フットヒルカレッジ

51

〈アメリカ〉
サンノゼ州立大学

52

〈マレーシア〉
マラ工科大学

〈台湾〉
高雄科技大学

30

〈台湾〉
元智大学

31

〈台湾〉
国立東華大学

32

〈台湾〉
国立宜蘭大学

33

〈タイ〉
チュラロンコン大学

28

〈カナダ〉
センテニアルカレッジ

19

〈インドネシア〉
マラン大学

43

23

〈タイ〉キングモンクット
工科大学ラカバン校

24

〈タイ〉キングモンクット
工科大学トンブリ校

〈タイ〉
泰日工業大学

25

〈オーストラリア〉
フェデレーション大学

48

〈中国〉
南京理工大学

3

〈中国〉
青島科技大学

4

〈中国〉
大連理工大学

5

〈中国〉
北華大学

6

〈中国〉
上海理工大学

7

〈アルバニア〉
ティラナ工科大学

〈イタリア〉
ナポリ･フェデリコ2世大学

21

〈アメリカ〉
サンフランシスコ州立大学

〈ルーマニア〉
クルジュ・ナポカ工科大学

〈アメリカ〉
ハワイ大学マノア校

53 54 55

26

〈タイ〉
CMKL大学

27

〈中国〉
蘇州大学

8

〈インドネシア〉
ポリテクニック

44

〈インドネシア〉
パジャジャラン大学

45

〈インドネシア〉
ハサンサディキンパ総合病院

46

〈インドネシア〉
ハサヌディン大学

47

〈台湾〉
明志科技大学

36

〈台湾〉
亜洲大学

37

〈中国〉
魯東大学

9

NEW NEW

NEW

NEW NEW

NEW NEW

NEW

■社会連携センターの活動

自治体
古賀市、新宮町、
篠栗町など

•エリア活性化プロジェクト
•防災教育
•介護予防事業

•福祉活動の推進
•健康増進・保健活動

•福岡未来創造プラットフォーム
•東部地域大学連携
•環境分野3大学連携

•共同研究・委託研究
•インターンシップ

•サイバーセキュリティ
•防犯キャンペーン

•特許や技術の事業化
•大学発ベンチャー支援 介護・医療機関

福岡和白病院
（福）創成会

警察
福岡県警察

銀行
福岡銀行、

西日本シティ銀行

企業
九電工、オリンパス、
正興電機製作所など

大学
九州大学、

九州工業大学、
福岡大学など

10年前比

2.1倍



48

22

2 551

28
29

～10 18

～30 37

～38 42

～43 47

～49 54

～19 21

～23 27

～3 9

地域ネットワーク拡大。地域社会の経済・教育・文化振興、安心・安全に貢献

7．社会連携の推進
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•福祉活動の推進
•健康増進・保健活動

•福岡未来創造プラットフォーム
•東部地域大学連携
•環境分野3大学連携

•共同研究・委託研究
•インターンシップ

•サイバーセキュリティ
•防犯キャンペーン

•特許や技術の事業化
•大学発ベンチャー支援 介護・医療機関

福岡和白病院
（福）創成会

警察
福岡県警察

銀行
福岡銀行、

西日本シティ銀行

企業
九電工、オリンパス、
正興電機製作所など

大学
九州大学、

九州工業大学、
福岡大学など

10年前比

2.1倍
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10. 財政基盤の安定（1）

教育・研究活動への積極的資金投下を継続。教育・研究の高度化に貢献

21年連続で計画どおり黒字計上（経営安定）。堅実な財政的成長を実現

「数理・ＡＩ・データサイエンス」応用基礎レベル認定。全国屈指の進路決定状況

入学志願者の状況は県下トップクラス。進路（進学・就職）状況も高位安定的
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新たな教育研究領域への展開にあわせてキャンパスをリニューアル

12. キャンパスの概要（1）

経営・財務の外部評価は高位・安定的。改革力に高評価

11. 学校運営に対する外部評価

諸活動の具体的な取組状況〈報告書・広報誌〉

キャンパス全域の「教育・研究機能高度化」が進展

12. キャンパスの概要（2）
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教育・研究活動報告書

P.31,32

教育・研究活動報告書

P.27,28
教育・研究活動報告書

P.33

A棟 B棟 C棟 D棟 E棟 F棟

α棟 本部棟 FITアリーナFITホール

おとめが池 けやき並木

学園アプローチ メインストリート

附属城東高校全景 附属城東高校体育館 附属城東高校人工芝グランド附属城東高校1号館外観

FITセミナーハウス FIT BBQ FITアリーナWESTコート 坦心寮 コスモス寮 塩浜総合グラウンド

■主な校舎・施設等■格付会社2社からの評価
　（R&I：㈱格付投資情報センター、JCR：㈱日本格付研究所）

◎格付評価のポイント（令和6年度決算をもとにした評価）

経営・財務の安定性で高い評価

A+
令和2年から7年連続[A＋] 

R&I格付 AA－JCR格付

令和3年から6年連続「AA－」

方向性：安定的 方向性：安定的

格付評価のポイント 格付会社の課題認識
•一般入試の入学志願倍率が10倍超。実志願者数も高位で安定
•研究資金の獲得が高位で安定。大学院進学者も増加し募集力が向上
•良好な人材輩出実績を維持。PDCAサイクルで効果的に成果を創出

•長期ビジョン、10次経営計画を策定。経営改革の先行者としての評価を確立
•教職員の責任と権限を重視した理事長・学長のリーダーシップスタイル
•教職員すべてが経営計画の策定に関与。経営理念・方針を共有

アジア重視戦略の効
果と地域経済界との
連携
大胆な資源配分と教
育システム改革

財源の多様化と運用
資産の蓄積

•学納金収入の安定度や私学助成の獲得力も強く、手堅い財務運営が特長
•厳格な予算統制と教育研究への積極的な資金投下により健全財政を維持・継続
•人件費は、厳格な定数管理のもとで安定的にコントロール

学校運営全般

経営･
ガバナンス

財政全般

福岡銀行・西日本シティ銀行・
西日本鉄道等と同等の良好な評価

The 7 Commitments
for  Eco-fr iendly
Smart  Campus

建築デザインコース
実験・実習棟（Ｄ棟南側）

新設

グローバル化施設
（Ａ棟駐車場側）

新設

GPS自動芝刈り機

EVステーション

新設

キャンパス用地拡大
（Ａ棟南側林地）

造成 建築デザイン・
半導体工学コース
基盤的施設整備
（Ｂ棟５Ｆ）

改装

デジタルメディア学部
基盤的施設整備
（本部棟６～９F）

改装

大学院
高度化改装（B棟4F）

改装

A棟
B棟 E棟

F棟

C棟 D棟

α棟 本部棟

FITホール

JR福工大前駅

FITアリーナ

5グローバル化施設
（国際交流会館（仮称））の新設 5

キャンパスを世界の若者が集うハブへ進化。多様な価値観が
交わる環境を整備。

2027年末完成予定

7未来に向けた
キャンパスの拡張 7

将来における、いっそうの発展を見据え、平地約2,800㎡の用
地を拡大。さらなる施設拡充を可能にする、広大な未来の
フィールドを確保します。

1 建築デザインコース
実験・実習棟の新設1

1級建築士を養成するための、大規模製図室、環境実験室、
構造実験室を備えた実験実習棟を新設。次世代建築を
追求し、新たな価値を創造する拠点にします。

2027年3月完成予定

2 建築デザイン・半導体工学
コース研究室等の整備2

B棟5Fを改装し、建築デザイン・半導体工学コースの基盤的
施設を設置します。半導体工学コース専用の最新実験室を整
備するなど、未来の基幹産業を担う技術者を養成します。

2027年1月完成予定

デジタルメディア研究スペース
先進的メディア環境の整備33

CG・ゲーム・サウンドなど最新のデジタル表現を可能とする
環境を本部棟6F～９Fに整備。主体的な学習と寛ぎの場を意
識した空間で、世界に挑むクリエイターを育成します。

2026年10月完成予定

4大学院教育研究施設・整備
の高度化 4

大学院の高度化と機能拡充のためB棟４Fを改装。多様な知識
の融合と触発効果で新たな創造が生まれる空間を意識して整
備します。

2027年3月完成予定

環境配慮型設備の導入 66

GPS自動芝刈り機やEVステーションなど、最新の環境インフ
ラを順次導入。ICTを活用したスマートな管理で、環境負荷を
低減し持続可能なキャンパスを実現します。

2026年4月完成予定

2

3

6
6

4

5

7 1
～ 環境配慮型スマートキャンパスに向けた７つの整備 ～

令和7年度

事 業 報 告 書
（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

学校法人福岡工業大学

福岡工業大学

福岡工業大学短期大学部

福岡工業大学附属城東高等学校

大学案内2027 教育開発推進機構
NEWS LETTER

総合研究機構
研究紹介集
第8版

附属城東高校 2027 
FUKUOKA JYOTO 
HIGH SCHOOL

社会連携センター
Co-Creation 
Vol.10

令和7年度 
事業報告書大学院ニュース

学校法人福岡工業大学
長期ビジョン
（VISION BOOK）
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•教職員の責任と権限を重視した理事長・学長のリーダーシップスタイル
•教職員すべてが経営計画の策定に関与。経営理念・方針を共有

アジア重視戦略の効
果と地域経済界との
連携
大胆な資源配分と教
育システム改革

財源の多様化と運用
資産の蓄積

•学納金収入の安定度や私学助成の獲得力も強く、手堅い財務運営が特長
•厳格な予算統制と教育研究への積極的な資金投下により健全財政を維持・継続
•人件費は、厳格な定数管理のもとで安定的にコントロール

学校運営全般

経営･
ガバナンス

財政全般

福岡銀行・西日本シティ銀行・
西日本鉄道等と同等の良好な評価

The 7 Commitments
for  Eco-fr iendly
Smart  Campus

建築デザインコース
実験・実習棟（Ｄ棟南側）

新設

グローバル化施設
（Ａ棟駐車場側）

新設

GPS自動芝刈り機

EVステーション

新設

キャンパス用地拡大
（Ａ棟南側林地）

造成 建築デザイン・
半導体工学コース
基盤的施設整備
（Ｂ棟５Ｆ）

改装

デジタルメディア学部
基盤的施設整備
（本部棟６～９F）

改装

大学院
高度化改装（B棟4F）

改装

A棟
B棟 E棟

F棟

C棟 D棟

α棟 本部棟

FITホール

JR福工大前駅

FITアリーナ

5グローバル化施設
（国際交流会館（仮称））の新設 5

キャンパスを世界の若者が集うハブへ進化。多様な価値観が
交わる環境を整備。

2027年末完成予定

7未来に向けた
キャンパスの拡張 7

将来における、いっそうの発展を見据え、平地約2,800㎡の用
地を拡大。さらなる施設拡充を可能にする、広大な未来の
フィールドを確保します。

1 建築デザインコース
実験・実習棟の新設1

1級建築士を養成するための、大規模製図室、環境実験室、
構造実験室を備えた実験実習棟を新設。次世代建築を
追求し、新たな価値を創造する拠点にします。

2027年3月完成予定

2 建築デザイン・半導体工学
コース研究室等の整備2

B棟5Fを改装し、建築デザイン・半導体工学コースの基盤的
施設を設置します。半導体工学コース専用の最新実験室を整
備するなど、未来の基幹産業を担う技術者を養成します。

2027年1月完成予定

デジタルメディア研究スペース
先進的メディア環境の整備33

CG・ゲーム・サウンドなど最新のデジタル表現を可能とする
環境を本部棟6F～９Fに整備。主体的な学習と寛ぎの場を意
識した空間で、世界に挑むクリエイターを育成します。

2026年10月完成予定

4大学院教育研究施設・整備
の高度化 4

大学院の高度化と機能拡充のためB棟４Fを改装。多様な知識
の融合と触発効果で新たな創造が生まれる空間を意識して整
備します。

2027年3月完成予定

環境配慮型設備の導入 66

GPS自動芝刈り機やEVステーションなど、最新の環境インフ
ラを順次導入。ICTを活用したスマートな管理で、環境負荷を
低減し持続可能なキャンパスを実現します。

2026年4月完成予定

2

3

6
6

4

5

7 1
～ 環境配慮型スマートキャンパスに向けた７つの整備 ～

令和7年度

事 業 報 告 書
（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

学校法人福岡工業大学

福岡工業大学

福岡工業大学短期大学部

福岡工業大学附属城東高等学校

大学案内2027 教育開発推進機構
NEWS LETTER

総合研究機構
研究紹介集
第8版

附属城東高校 2027 
FUKUOKA JYOTO 
HIGH SCHOOL

社会連携センター
Co-Creation 
Vol.10
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情報工学科
情報通信工学科
情報システム工学科
情報マネジメント学科

■ 情報工学部

■ 工学部

電子情報工学科
生命環境化学科
知能機械工学科
電気工学科

■ 社会環境学部

社会環境学科（文系）

■ 大学院

工学研究科
社会環境学研究科

■ 福岡工業大学短期大学部

情報メディア学科

■ 福岡工業大学附属城東高等学校

普通科
未来工学科

福岡工業大学
福岡工業大学短期大学部
福岡工業大学附属城東高等学校

令和8年度

教育・研究
活動報告書
令和7年度 取組成果のご報告

このレポートのデジタル版を
お使いのスマートフォンで
ご確認いただけます。
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